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友愛と信義に結ばれ家庭的ムードと人の和を重んずる伝統のあるクラブの一員で

ある誇りと自覚のもと、マナーとエチケットを守り気品の高いクラブを目ざして

努力しましょう。 

また、会員全員はボランティアとして円滑なクラブ運営のための諸活動に 

積極的に参画しましょう。 

 

 

 

 

挨拶の励行 

 会員は、名城庭球場に来場した際やテニスコートに入場した際は、会員相互に挨

拶を励行しましょう。 

 

〔服装について〕 

 テニスをする際の服装は、服装基準（別紙２）に基づき、着用してください。 

 服装基準に沿わない服装の方は、プレーをご遠慮いただくことがありますので、

ご注意ください。 

 

〔プレーヤーとしての心がけ〕 

プレーヤーはルール、マナー、エチケットを守り、楽しくプレーすることを 

心掛けましょう。 

  

〔クラブに来場してプレーをする場合〕 

来場後速やかに受付をして下さい。 

➀受付簿に氏名、来場時間を記入する。 

➁プレーフィーシールを添付する。 

➂オーダーオブプレーにネームバッチを取り付けて下さい。 

➃退場する場合は、受付簿に退場時間を記入してください。 

 

 

 

 

 



 テニスプレーのルールとマナー 

 

テニスコートでプレーする場合は、次のルールで行ってください。 

 

（1）練習時間は、ゲーム前は５分以内、ゲームをしない場合は３０分以内とする。 

（2）試合は原則セルフジャッジとする。セルフジャッジのルールは、日本テニス協会の規定に 

基づき別に定める。 

（3）試合方式は、原則 1セット、6ゲーム先取とし、平日はスタンダード方式で、土日祝日はセミ 

アドバンテージ方式でプレーしなければならない。 

（4）エンドチェンジの時は、ボールを相手に渡すか、サーバーポジションに置く。 

（5）他コートから自コートにボールが入った時は、自分たちのプレーを一時中断し、拾ったボー 

ルを他コートのメンバーに返球する。 

（6）インプレーの時は、そのコートの後方を通ってはならない。 

（7）ネームバッジをオーダーオブプレーボード（順番待ちネームボード）に取り付けて順番待ち 

をしなければならない。順番待ち時間中、食事を取ることができるが、前の試合が終了した 

時点までには食事を終え待機しなければならない。 

（8）一般への貸しコートから当倶楽部使用コートとなった場合、変更時間前にそのコート内での 

待機は禁止する。 

（9）ゲームが終了したら、ブラシをかけるなどコート整備を全員で行う。コート面の荒れた箇所 

はトンボ掛けをし、夏場で乾いているときは水撒きをする。 

（10）試合を終了した者もしくは既定の練習時間を終了した者が、引続き同一コートにてプレー 

を継続する場合は、当該コートの予約者がいないことを確認した上でプレーを継続すること 

ができる。なお、継続する場合はコート整備を省くことができる。 

（11）コート使用の順番になっても、試合を行うための人数が集まらない場合は、10分間の猶予 

時間を認める。ただし、猶予時間内に人数が集まらない場合は、10分間の猶予時間を含め練 

習（全 30分）としなければならない。 

（12）プレー中及びコートサイドでの飲食等については、次の通りとする。 

① コート内での飲食は原則禁止とする。ただし、エネルギー補給及び水分補給は可とする。 

② ガムを噛んでのプレーは禁止する。 

③ 1番コートの観覧席、７番・８番コートの間の休憩所での食事は禁止する。 

    ただし、全国百歳テニス大会の時は除く  

④ ゴミは持ち帰り、名城庭球場及び休憩所の清潔・整頓に協力すること。 

⑤ 飲酒後のプレーは禁止する。 

⑥ 名城庭球場施設内は禁煙とする。 

以上  
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セルフジャッジのルールとマナー（ＪＴＡルールブック抜粋） 

 

１．ボールの「アウト」及び「フォールト」の判定とコール（以下「ジャッジコール」） 

・「アウト」及び「フォールト」の判定は、ボールとラインの間に、はっきりと空間が見えた時に行

う。判定が難しい時は「グッド（イン）」と判定する。 

・「アウト」及び「フォールト」の判定は、自分側のコートについてのみ行い、相手側のコートについ

て、判定する権限を有しない。ただし、当クラブコート（土のコート）では、相手側のコートにつ

いて、ボールマークの確認を要求することができる。両者のボールマークが異なる場合、あるい

は、ボールマークが確認できない場合は、最初の判定が優先される。 

・ジャッジコールは、原則、判定を行った時点で速やかに、相手に聞こえる声と相手に見えるハンドジ

グナル（手振り）で行う。ただし、当クラブコート（土のコート）では、ボールマークの確認によ

り「アウト」及び「フォールト」の判定を行った後に、ジャッジコールを行うことができる。 

 

２．スコアーのアナウンス 

・サーバーは、サーブを打つ前に、レシーバーが聞こえる声で、スコアーをアナウンスする。レシーバ

ーはアナウンスされたスコアーを確認し、できれば「うなずく」などの応答をする。スコアーをアナ

ウンス後に、プレーを行った場合、アナウンスされたスコアーは双方で認めたものとする。 

・スコアーが分からなくなった場合は、双方で協議をし、合意をしたスコアーから試合を継続する。 

 

３．サービスのレットの判定 

・サービスのレットの判定は、レシーバー及びそのパートナーだけでなく、サーバー及びそのパートナ

ーも行うことができる。 

 

４．その他 

・ダブルスの場合「アウト」及び「フォールト」の判定は、パートナーの一方が行えば、そのペアとし

て判定したことになる。また、ペアの両選手の判定が食い違った場合は、そのペアの失点となる。 

・コートの外の人（当該プレイヤー以外）は、セルフジャッジに口出しはしない。 
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